平成15年度　第1回　アナログ２種　基礎科目

電 気 通 信 技 術 の 基 礎 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　図－１に示す回路において、端子b－c間に加わる電圧は、（　ア　）ボルトである。　　(5点)
	　①　24　　②　48　　③　56　　④　60　　⑤　100　　⑥　180
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(2)　図－2に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスを40オームとすると、誘導性リアクタンスXLは、（　イ　）オームである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　5　　②　10　　③　17　　④　30　　⑤　47
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　(3)　回路の電流と電圧の位相差を小さくすれば、この回路の（　ウ　）は、大きくなる。　　(5点)
	　①　無効率　　②　力　率　　③　インピーダンス　　④　皮相電力


　(4)　容量性リアクタンスXCの大きさは、キャパシタンスが一定のとき、（　エ　）に反比例する。

(5点)
	　①　電流と電圧の位相差　　②　インピーダンスの抵抗分

　③　交流の波高値　　　　　④　交流の周波数


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　FETに関する次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
　　A　FETは、内部構造から接合形FETとMOS形FETに大別される。

　　B　FETは、ドレイン(D)、ゲート(G)、ソース(S)の三つの端子を持ち、ドレイン～ソース間を流れる電流は、ゲート電圧で制御される。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(2)　図－1に示す回路に、図－2に示す波形の入力電圧VIを加えると、出力電圧VOは、（　イ　）の波形となる。ただし、ダイオードは理想的な特性を持ち、|V|>|E|とする。　　　　　　(4点)
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　(3)　トランジスタのエミッタ接地形の直流電流増幅率βを、ベース接地形の直流増幅率αで表すと、β＝（　ウ　）の式となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　
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　(4)　トランジスタ増幅回路を接地方式により分類するした、電力利得が最も大きいのは、（　エ　）接地の増幅回路である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　コレクタ　　②　ベース　　③　エミッタ


　(5)　次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
　　A　半導体は、温度が上昇したとき、一般に、その電気抵抗は、増加する。

　　B　可変容量ダイオードは、逆方向に加える電圧の大きさにより、静電容量が変化する。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　図－1の論理回路は、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係から、（　ア　）の回路に置き換えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　論理和　　②　否定論理和　　③　論理積　　④　否定論理積　　⑤　否定論理
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(2)　次の論理関数Xはブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、（　イ　）になる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　(5点)
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	　①　A・B+B・C　　②　A+Ｂ・C　　③　A・B+C　　④　A+B　　⑤　A


　(3)　図－2の論理回路において、Mの論理素子が（　ウ　）であるとき、入力a及び入力bの論理レベルと出力cの論理レベルとの関係は、表－1の真理値表で示される。　　　　　　　　　　(5点)
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(4)　表－2は、入力論理レベルA及びBと出力論理レベルCとの関係を示した真理値表である。この真理値表に相当する論理式は、（　エ　）の式で表すことができる。　　　　　　　　　　(5点)
	　①　
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第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　図に示す電気通信回線1への入力電圧が150ミリボルト、電気通信回線1から電気通信回線2への遠端漏話減衰量が53デシベル、増幅器の利得が（　ア　）デシベルのとき、インピーダンスZに加わる電圧は、15ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダンスはすべて同一値で整合しているものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　15　　②　18　　③　28　　④　33　　⑤　43　　⑥　112
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(2)　伝送路の送端における信号電力をP1ミリワット、受端における信号電力をP2ミリワットとするとき、この伝送路の伝送損失は、（　イ　）デシベルで表される。　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　20log10(
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　④　10log10
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　(3)　電気的特性が均一な長さ50キロメートルのケーブルの絶縁抵抗が60メガオームのとき、25キロメートルで切断すると、この25キロメートルのケーブルの絶縁抵抗は、（　ウ　）メガオームとなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5点)
	　①　15　　②　30　　③　35　　④　85　　⑤　120


(4)　信号の（　エ　）が周波数により異なるために生ずる信号のひずみは、位相ひずみといわれる。

　(5点)
	　①　減衰量　　②　SN比　　③　伝搬時間　　④　振　幅


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　図は、振幅変調装置の出力波形を示したものである。この振幅変調の変調度は、（  ア  ）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
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　(2)　LANにおいても使用されている伝送方式の一つで、送信する符号化されたデータのデジタル信号をアナログ信号に変換し、搬送波に乗せて伝送する方式は、一般に、（　イ　）伝送方式といわれている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　TCM　　②　ベースバンド　　③　ブロードバンド　　④　TDM　　⑤　FDM


　(3)　平衡対ケーブルで音声周波を伝送したり、同軸ケーブルで高周波を伝送する場合の伝送損失は、伝送（　ウ　）にほぼ比例して変化する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　周波数の逆数　　②　周波数の平方根　　③　周波数の2乗　　④　周波数の3乗


　(4)　人間の聴覚は、電話回線の伝送品質に影響を与える要因のうち、（　エ　）に対して敏感である。

(4点)
	　①　微分位相　　②　冗長度　　③　位相ひずみ　　④　減衰ひずみ


(5)　光ファイバは、コアといわれる中心層とクラッドといわれる外層の2層構造から成り、外層の屈折率と、（　オ　）ことにより、光は、中心層内を外層との境界で全反射を繰り返しながら進んで行く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　中心層の屈折率を等しくする

　②　比べて中心層の屈折率を大きくする

　③　比べて中心層の屈折率を小さくする
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第１問（ア）⑤　（イ）⑤　（ウ）②　（エ）④

第2問（ア）③　（イ）③　（ウ）④　（エ）③　（オ）②

第3問（ア）③　（イ）②　（ウ）④　（エ）④

第4問（ア）④　（イ）④　（ウ）⑤　（エ）③

第5問（ア）④　（イ）③　（ウ）②　（エ）④　（オ）②
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